
子ども食堂を�
応援します
　市内で、子ども食堂と
して、食事の提供とともに、地域の
人々がつながり合い、安心して過ご
すことができる居場所づくりを継続
的に行う運営者の活動を支援します。
申・問  社会福祉協議会 
　（大路二、キラリエ草津 4 階）
　 ☎562-0084、566-0377
問  子ども家庭・若者課  

（さわやか保健センター 2 階）  
☎561‐6899、561‐6780

男女共同参画研修の
参加費補助
　男女共同参画に関する研修
に必要な参加費や交通費、宿泊費の一部
を補助します。詳しくは、市
ホームページをご覧ください。
● 補助率 
　 2 分の 1（限度額 1 万円）
対  市内在住か通勤・通学をしていて、

同補助を受けたことが 2 回以下の人
定  3 人程度〔先着順〕
申   随時、担当課に直接か郵送で
申・問  男女共同参画センター
　（大路二、キラリエ草津 5 階）
　 ☎565-1550、565-1518

忘れずに納めましょう

固定資産税・都市計画税（ 2期）
国民健康保険税（ 2期）

納期限（口座振替日）7月31日㈬

・ コンビニやスマホ（一部税、納付書除
く）、金融機関でも納付できます 

・ 口座振替（自動払込）が便利で確実です！
・ 納期限を過ぎると延滞金が発生します

納付書を紛失したときは
ご連絡ください。再発行します。

問 納税課（ 1階）
☎561-2311、561-2479

7月は「社会を明るくする運動」強調月間
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

この運動がめざすこと
● 犯罪や非行を防止し、安全で安心して暮らすことのできる明るい地域社会を築くこと
● 犯罪や非行をした人が再び犯罪や非行をしないように、その立ち直りを支えること

問  ◦健康福祉政策課（ 2 階）☎561-2360、561-2482
　◦社会福祉協議会（大路二、キラリエ草津 4 階）☎562-0084、566-0377

2015年 9 月に国連サミットで採択された「誰一人取り残さない」を理念とする、国際社会共通の目標です。
先進国と途上国が一丸となって、目標の達成をめざします。市でも第 6 次総合計画で、SDGｓの視点を踏ま
えたまちづくりを進め、広報くさつでは、該当する記事にアイコンを表示します。

感震ブレーカーの�
設置費用補助
　震災時の火災被害の軽
減や市民の防災力向上を図るため、
各家庭に感震ブレーカーの設置費
用の一部を補助します。詳しくは、
市ホームページをご覧ください。
● 補助金額
　 2 分の 1（限度額 2 万円）
問  危機管理課（ 1 階）  

☎561-2325、561-6852

広報くさつ 6 月号11ページの「犯罪のない明るい社会を築くために」の保護司の一覧
で「津田正雄」と記載していましたが「津田正慎」の誤りです。お詫びして訂正します。

お知らせお知らせ

 日時・期間　所  場所　対  対象　定  定員　￥  費用（記載がない場合無料）他  その他　申  申し込み・応募方法　問  問い合わせ先
〒 市役所への郵送は、〒525‐8588 草津市役所〔課名など〕　☎・  市外局番は「077」　 70 市制施行70周年記念事業　

「
イ
ン
フ
ロ
ニ

ア
草
津
ア
ク
ア

テ
ィ
ク
ス
セ
ン

タ
ー（
草
津
市
立

プ
ー
ル
）」
が
、

い
よ
い
よ
8
月

に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
市
民
の

皆
様
も
心
待
ち
に
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

新
た
に
誕
生
す
る
市
立

プ
ー
ル
は
、50
ⅿ
プ
ー
ル
な

ど
の
プ
ー
ル
施
設
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、多
く
の
人
が

交
流
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
や
、さ
ま
ざ
ま
な
教

室
が
開
催
で
き
る
ス
タ
ジ

オ
な
ど
を
兼
ね
備
え
た
、市

民
誰
も
が
使
い
や
す
い
総

合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
す
。こ

の
施
設
の
完
成
に
よ
り
、大

規
模
な
水
泳
競
技
大
会
の

開
催
や
選
手
の
競
技
力
向

上
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
充
実
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
健
康
づ
く
り
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、新
た
な
に

ぎ
わ
い
の
創
出
に
も
つ
な

が
る
施
設
と
し
て
期
待
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
の
横
に
は
、健
幸
づ
く

り
の
き
っ
か
け
と
な
る
健

幸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。健
幸
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、身
体
の
部
位

ご
と
の
骨
格
筋
量
や
脂
肪

量
な
ど
を
測
定
で
き
る
体

組
成
計
や
、疲
労
度
や
老
化

度
を
示
す
と
い
わ
れ
る
A

Ｇ
Ｅ
ｓ（
エ
ー
ジ
ー
イ
ー
、

体
内
糖
化
度
）を
測
定
で
き

る
機
器
な
ど
を
設
置
す
る

予
定
で
す
。プ
ー
ル
施
設
の

利
用
に
関
わ
ら
ず
、誰
で
も

無
料
で
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。さ
ら
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
お
持
ち
の
方
は
、専
用

の
ア
プ
リ
を
使
用
す
る
と
、

健
幸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
血

圧
計
・
体
組
成
計
で
測
定
し

た
デ
ー
タ
の
記
録
を
残
す

こ
と
が
可
能
で
す
。ぜ
ひ
お

越
し
い
た
だ
き
、
皆
様
の

日
々
の
健
幸
づ
く
り
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

草
津
市
で
は
、こ
の
プ
ー

ル
の
他
に
も
、烏
丸
半
島
に

民
間
事
業
者
に
よ
る
人
工

サ
ー
フ
ィ
ン
施
設
を
核
に
し

た
複
合
型
観
光
集
客
施
設

の
誘
致
を
予
定
し
て
お
り
、

令
和
10（
2
0
2
8
）年
春
の

開
業
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ロ
ク
ハ
公
園
プ
ー
ル
に
加
え

て
、新
た
に
市
内
に
大
き
な

プ
ー
ル
が
2
つ
で
き
る
こ
と

に
な
り
、草
津
市
は「
プ
ー
ル

と
琵
琶
湖
の
あ
る
水
の
ま
ち
」

と
し
て
、全
国
に
も
誇
れ
る

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

DAISUKI  KUSATSUはしかわ市長のだいすき！くさつ プールと
琵琶湖のある
水のまち・草津

問 人権センター
　（大路二、キラリエ草津 3 階）
　 ☎563-1177、563-7070

すべての人を大切にするまちに
―「人権・同和問題」に関する市民意識調査の結果から―

調
査（
平
成
30
年
度
）の
52
．3
％
よ

り
も
6

．8
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
結
婚
に
否
定
的

な
意
識
を
持
っ
て
い
る
割
合
が

い
ま
だ
に
約
34
％
も
あ
る
こ
と
は
、

ま
だ
ま
だ
差
別
意
識
が
残
っ
て
い

る
こ
と
の
表
れ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
い
つ
、
自
分
や
身
近
な
人
が

差
別
す
る
側
、
さ
れ
る
側
、
ま
た

は
そ
の
影
響
を
受
け
る
人
な
ど
結

婚
差
別
の
当
事
者
に
な
る
か
分

か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
決
し
て「
他

人
事
」で
は
な
い
問
題
だ
と
い
え

ま
す
。

　

婚
姻
は
本
来
、
結
婚
す
る
２
人
の

合
意
の
み
で
成
立
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
意
識
調
査
の
結
果
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
自
分
が
決
め
た
生
涯

の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
被
差
別
部
落
出

身
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
親

な
ど
周
囲
の
人
に
反
対
さ
れ
、
婚
約

が
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
不

合
理
な
出
来
事
が
現
実
に
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
結
婚
差
別
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
柄
で
も
、
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
自
分
の
中
の
偏
見
や
差
別
心
が
表

面
化
し
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

身
近
な
人
を
傷
つ
け
た
り
不
幸
に
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

市
で
は
、令
和
５
年
度
に「
人
権
・

同
和
問
題
」に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

調
査
結
果
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

被
差
別
部
落
の
人
と
の

結
婚
に
つ
い
て

　

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
子
ど

も
の
結
婚
の
意
志
を
尊
重
す
る
と

い
う
割
合
が
59
．1
％
と
、
前
回
の

自
分
が
差
別
す
る
側
に

な
ら
な
い
た
め
に

不
幸
な
人
を
作
ら
な
い
た
め
に

　

次
に「
被
差
別
部
落
に
対
す
る
忌

避
意
識
」に
つ
い
て
、
人
権
学
習
の

経
験
と
の
関
係
に
着
目
し
て
み
ま

す
。
意
識
調
査
の
結
果
で
は
、
人

権
に
関
す
る
研
修
会
や
毎
年
各
町

回答数
1,023

●自分の子どもの結婚相手が被差別部落の人と分かった場合の対応

59.159.1 28.128.1

3.83.8 3.63.62.02.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

親が口出しすべきではなく
子どもの意志を尊重する
親としては反対だが
子どもの意志が強ければ仕方がない

その他

不明・
無回答絶対に結婚は認めない

3.43.4

家族や親せきの反対が
あれば結婚は認めない

51.451.4 21.121.1 6.46.4 3.73.7
3.73.7

31.831.8 35.135.1 8.48.4 7.17.1 5.25.2

26.826.8 38.138.1 11.311.3 9.39.3

21.321.3 34.034.0 15.615.6 11.211.2 2.02.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

4回以上参加したことがある
（回答数 109）

2～ 3回参加したことがある
（回答数 154）

1回だけ参加したことがある
（回答数 97）

参加したことがない
（回答数 635）

●人権研修会・講演会への参加状況別にみる「被差別部落を忌避することが差別だ
　（被差別部落であることを理由に家を買うことをやめたことについて）」と考える人の割合

※町内学習懇談会などへの参加でも、同様の結果が出ています

差別だと思う 分からない
どちらかといえば差別だと思う 不明・無回答差別だと思わない

どちらかといえば差別だと思わない

13.813.8

12.312.3

14.414.4

15.915.9

内
会
な
ど
で
実
施
さ
れ
る
町
内
学

習
懇
談
会
な
ど
に
参
加
す
る
人
ほ

ど
、「
被
差
別
部
落
を
忌き

避ひ

す
る
こ

と
が
差
別
だ（
被
差
別
部
落
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
家
を
買
う
こ
と
を

や
め
た
こ
と
に
つ
い
て
）」と
考
え

る
傾
向
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
人
権
に
つ
い
て

学
び
、
正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
る
こ
と
で
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
同
和
問
題（
部

落
差
別
）に
限
っ
た
話
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
も

多
く
の
人
が
人
権
問
題
を

誰
か
の
問
題
と
し
て
で
は

な
く
、
自
分
自
身
の
こ
と

と
し
て
考
え
る
機
会
も
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
、
人
権
セ
ミ

ナ
ー
や
人
権
の
つ
ど
い
な

ど
、
年
間
を
と
お
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
つ
い

て
学
べ
る
機
会
を
設
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
今
後
、

広
報
く
さ
つ
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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